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論文内容の要旨
本論文は日常生活空間における室内浮遊粉塵の挙動を調べ，その濃度変動理論式を誘導するととも
に，粉塵の沈積性について工学的な解析を加え室内空気浄化設計に必要な資料を提供した。その内容
は序論のほか 5 章からなっている。
序論では，従来の研究の概要を述べ，本研究の意義と目的を明らかにしている。
第 1 章では，室内浮遊粉塵の実態を調べた。とくに，喫煙によるタバコ煙が一般室内塵に比し，そ
の粒度分布，光学的性質において著しく異なることを明らかにし，これを分離して，室内粉塵濃度の
変動を解析する必要性を論じている。
第 2 章では，濃度変動のメカニズムを調べ.粉塵の収支を建物全体からとらえ，室内浮遊粉塵の濃
度変動理論式を誘導した。
第 3 章では，濃度変動に影響する浮遊粉塵の沈積性を実験により考察した。まず\沈積速度を定義
して，沈積速度と気流速度，粒子径，密度の関係を明らかにし，室内浮遊粉塵の沈積速度を室の換気
量より推定する方法を検討している。
第 4 章では，建物の維持管理上無視できない浮遊粉塵の壁・天井面への沈積による汚染を考究し，
天井面への沈積量を定量化している。
第 5 章では，室内における発塵量を明らかにしている。まず\気流，掃除による発塵状況に実験的
検討を加える他，喫煙による発塵に関しては特に詳細な検討を加えている。在室者による発塵量はこ
れを個々の行動からとらえることがむつかしいため，事務室等における現場調査により得られた粉塵
濃度の測定値から変動理論式により，一般室内塵の発塵量を定量化している。
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総括は得られた成果をまとめ，本研究の意義と将来への展望を論述している。
論文の審査結果の要旨
本論文は室内空気環境を制御するために必要な浮遊粉塵の沈積および発塵状況を明確にし，その浄
化設計法の新しい提案とそれに必要な基礎的資料を提供したものである。
著者はまず，室内空気汚染において，喫煙によるタバコ煙が大きな汚染源であり，これが他の室内
浮遊粉塵と粒度分布，光学的諸特性において著しく異なることを述べ，室内粉塵の濃度変動は一般室
内粉塵とタバコ煙を分離して考察しなければならないことを実証し，事務室など喫煙の行われる室に
おける空気汚染対策に重要な知見を加えている。
また典型的な換気径路を有する室における浮遊粉塵濃度を推定するための新しい濃度変動式を提案
しているが，本変動理論は従来無視されていた浮遊粉塵の沈積を加味したもので，空気浄化設計の基
本的な考え方に新しい指針を与え，現在広く適用されているものである。
さらに，この理論式にもとづき室内浮遊粉塵の沈積状況を解析し，生活行為による発塵量を推定す
るなど，空気浄化設計に必要な基礎的資料を提供している。これらは事務室など一般生活空間の空気
浄化に有用な資料として活用されるべきものである。
上記の如く，本研究の成果は室内空気環境の最適設計のための進んだ方策とそれに必要な資料を提
供するとともに，建物の維持管理上，有益な知見を与えるもので，建築環境工学の進歩に寄与すると
ころ大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認めた。
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